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1．計画策定の背景 

 

（1）気候変動に関する国内外の動向 

①気候変動（地球温暖化）のメカニズム 

地球は大気が存在しているために急激な温度変化がなく、生物が生息するのに適した環境が維

持されています。大気中で熱を蓄える役割を果たしているのが二酸化炭素をはじめとする温室効果

ガスで、地球上のすべての生物にとって温室効果ガスが適切なバランスで存在していることが必要

です。 

しかし産業革命以降、石油や石炭などの化石燃料を大量に消費するようになり、大気中に放出さ

れる二酸化炭素の量が大きく増加しました。他にも様々な人為的要因により、温室効果ガスの排出

量は増加しています。このことにより、これまでにないペースで気温の上昇が進んでいるのが地球温

暖化です。 

令和３年（２０２１年）に公表されたＩＰＣＣ（気候変動に関する政府間パネル）第６次評価報告書で

は、２０１１～２０２０年に世界平均気温が産業革命以前よりすでに１．１℃上昇していることが明らかに

なっています。この気温上昇が人間の影響によるものであることは「疑う余地がなく」、地球の気候や

生物の生息環境に急速な変化が現れていることが指摘されています。 

近年、福生市においても記録的な猛暑や台風等による豪雨災害が生じており、気候変動の影響は

身近に感じられるようになっています。厳しい温暖化対策（排出削減対策）を取らない場合、今世紀

末までに多摩部の平均気温は３．４℃上昇すると予測されており、気象災害の激甚化や熱中症リスク

の上昇なども想定されます。気候変動の影響をより強く受けるのは将来世代であり、排出削減対策

は急務です。 

②気候変動に関する世界・国内の動向 

平成２７年（２０１５年）１２月に、気候変動枠組条約第２１回締約国会議（ＣＯＰ２１）で、「パリ協定」

が採択されました。パリ協定では、世界の平均気温上昇を産業革命以前に比べて、２℃より十分低く

保つとともに、１．５℃に抑える努力を追及することを掲げ、そのために今世紀後半に人為的な温室効

果ガス排出量を実質ゼロとする（＝カーボンニュートラル・脱炭素）目標が盛り込まれています。 

パリ協定を受けて、国内法である地球温暖化対策の推進に関する法律（以下「温対法」という。）

が令和３年（２０２１年）３月に改正され、国の地球温暖化対策計画が同年１０月に改訂されました。

同計画では、カーボンニュートラルと整合する目標として、令和１２年（２０３０年）度において、平成２５

年（２０１３年）度比で温室効果ガスの４６％削減が示されました。 

また、同年６月決定された「地域脱炭素ロードマップ」では、脱炭素化の基盤となる重点施策が示

され、「公共施設など業務ビル等における徹底した省エネと再エネ電気調達と更新や改修時のＺＥＢ

化誘導」、「ゼロカーボン・ドライブ」等、自治体の事務事業との関連が深い取組が位置づけられてい

ます。 

１．計画策定の背景 
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今年１２月に開催された気候変動枠組条約第２８回締約国会議（ＣＯＰ２８）では、現状の対策では

不十分だとして、令和１２年（２０３０年）までに化石燃料から脱却すること、再生可能エネルギーの設

備容量を３倍に、エネルギー効率を倍にすることなどを盛り込んだ合意文書が採択されました。これ

を受けて、国際的な取組はより加速していくと考えられます。 

 

（2）計画の基本方針 

福生市では、第２次福生市環境基本計画（以下「市環境基本計画」、令和６年（２０２４年）３月策

定見込み）において、「私たちが変わり 私たちが変える エコシティふっさ」という将来像を設定し、環

境に関わる各種取組を推進しています。このうち「気候変動への対策」の分野では、令和３２年（２０５

０年）の脱炭素を目指す国の動きと足並みをそろえて取り組む必要性を認識し、暮らしと仕事のあら

ゆる場面で徹底してエネルギー使用を効率化していくこと、再生可能エネルギーの導入量を増加す

ることにより、令和１２年（２０３０年）の目標達成に向けて取り組む方向性を示しています。 

 

第２次福生市環境基本計画における気候変動対策分野（緩和策）の「目指すべき姿」 

●令和３２年（２０５０年）脱炭素に向けた民生部門での取組が進展している。 

●エネルギー効率を高め、可能な限りの再エネ生産、他地域からの再エネ供給が進んでいる。 

 

第５次福生市地球温暖化対策実行計画（以下、「本計画」）は、上記の「目指すべき姿」の実現に

向けて、公共施設における取組の目標・方向性・手段等を示すものです。 
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2．計画改定の趣旨 

 

（1）これまでの策定、改定の経緯及び旧計画の概要 

福生市では、平成１４年（２００２年）度に第１次福生市地球温暖化対策実行計画を策定し、「平成

１３年度基準で、平成１９年度までに、温室効果ガスの総排出量をはじめ各種エネルギー使用量を１

０％以上削減する」という目標を掲げました。以後、おおむね５年ごとに計画を改定してきました。 

第１次計画から第４次計画では、福生市地域新エネルギービジョン詳細ビジョンで設定した「令和

１２年（２０３０年）度までに温室効果ガス排出量を平成１５年（２００３年）度比で５０％削減する」とい

う市域全体の目標を基に基準年と目標値を設定していました。この間、平成２０年（２００８年）に新庁

舎が建設され、また平成２９年（２０１７年）に防災食育センターが稼働を開始したことで、温室効果ガ

ス排出量が大幅に増加しており、こうした状況変化を踏まえ、第４次計画では基準値の補正を行いま

した。 

 

計画 計画期間 基準年 基準値 
目標値 

（対基準値） 

第１次 ２００３～２００７年 ２００１年 
３，６０４，８８０ 

ｋｇ‐ＣＯ２ 

３，２４４，３９２ｋｇ‐ＣＯ２ 

（‐１０％） 

第２次 ２０１０～２０１４年 

２００３年 

３，６４８，８５９ 

ｋｇ‐ＣＯ２ 

２，９０６，３１６ｋｇ‐ＣＯ２ 

（‐２０．３５％） 

第３次 ２０１６～２０２０年 
４，１９０，７２３ｋｇ‐ＣＯ２ 

（‐２１．１％） 

第４次 ２０２１～２０２３年 
５，２０２，５２２ 

ｋｇ‐ＣＯ２ 

３，８８７，２３２ｋｇ‐ＣＯ２ 

（‐２５．３％） 

 

（2）第4次計画の達成状況 

温室効果ガス排出量を算定する対象範囲は、本庁舎及び出先機関、指定管理施設を含めたすべ

ての組織及び施設における事務及び事業です。福生市環境マネジメントシステム（Ｆ‐ｅ）の運用を通

して、各施設におけるエネルギー使用量データや公用車走行データを集約し、温室効果ガス排出量

を算定しました。 

 

①全体結果 

第４次計画の目標値は、３，８８７，２３２ｋｇ‐ＣＯ２［令和５年（２０２３年）度］でした。 

令和４年（２０２２年）度の実績値では、市有施設全体の温室効果ガス排出量は４，０２１，６９２ｋｇ‐

ＣＯ２であり、計画目標を１３４，４６０ｋｇ‐ＣＯ２（３．５％）上回っています
1。 

 
1 電気使用に伴う排出量は、排出係数を０．３７８ｋｇ‐ＣＯ２／ｋＷｈ（過去計画から一定）に固定して算定している。 

２．計画改定の趣旨 
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令和２年（２０２０年）度は、新型コロナウイルス感染症の拡大に伴い、小中学校の臨時休校をはじ

め多くの公共施設で休館や開館時間短縮などがあり、一時的にエネルギー使用量が減少しました。

令和３年（２０２１年）度からは施設の稼働状況が徐々に平常化していきましたが、感染拡大防止策と

して換気が求められたことから、冷暖房効率が低下するなど、エネルギー使用量が増加した施設が

多く見られました。 

 

単位 
平成１５年度 

基準値 

令和５年度 

目標値 

令和４年度 

実績値 

ｋｇ‐ＣＯ２ ５，２０２，５２２ ３，８８７，２３２ ４，０２１，６９２ 

 

 

 

※電気事業者の変更による効果 

第４次計画では、削減手法の一つとして「排出係数の小さい電気への契約切替え」を挙げていま

した。令和元年（２０１９年）度の施設ごとの電気使用量に対して、該当期間中に契約していた電気事

業者の排出係数を乗じた電気由来の排出量は、２，７４２，１６３ｋｇ‐ＣＯ２でした。同様に、令和４年（２０

２２年）度についても電気事業者ごとの排出係数を乗じて算出すると、電気由来の排出量は２，４０７，

０５２ ｋｇ‐ＣＯ２でした。電気使用量が２．２％の削減であったのに対し、排出量では１２．２％の削減と

なり、排出係数の小さい電気への切替えの効果が高いことが明らかになりました。 

 

 電気使用量 

（ｋＷｈ） 

電気由来排出量 

（ｋｇ‐ＣＯ２） 

排出係数（最大／最小） 

（ｋｇ‐ＣＯ２／ｋＷｈ） 

令和元年度 ６，７５０，０９４ ２，７４２，１６３ ０．４７０／０．１３７ 

令和４年度 ６，６０１，１２２ ２，４０７，０５２ ０．４５７／０．０２５ 

比較 ▲２．２％ ▲１２．２％  

  

0

1,000,000

2,000,000

3,000,000

4,000,000

5,000,000

kg-CO2

第１次計画 第２次計画 第３次計画 第４次計画
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②エネルギー消費量および温室効果ガス排出量の分析結果 

市有施設におけるエネルギー消費量は、平成２２年（２０１０年）度をピークに、増減を繰り返しなが

らも減少傾向にあります。令和４年（２０２２年）度のエネルギー消費量は、ピーク時の８８．５％となって

います。エネルギー源別の割合では、近年は電気と都市ガスが中心であり、令和４年（２０２２年）度は

電気４８．４％、都市ガス５１．１％となっています。 
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自動車（公用車）由来を含む温室効果ガス排出量の全体については、第３次から第４次計画の期

間中で大きな変動はなく、排出傾向にも変化はありません。 

より長期的な排出実績値の推移からは、次のことが特徴として挙げられます。 

✓ 平成２３年（２０１１年）度に東日本大震災を背景とする節電要請があり、これを受けて強

化された省エネルギー対策とＦ‐ｅによる職員の環境配慮行動が現在まで継続しています。 

✓ 平成２５年・２６年（２０１３年・２０１４年）度に市道の道路照明をＬＥＤ化したことにより、平

成２７年（２０１５）度以降は道路照明由来の排出量が低いまま推移しています。 

令和４年（２０２２年）度に排出された温室効果ガスのうち、６５．６％を電気の使用による排出量が

占めており、施設燃料由来が32.4％、自動車燃料由来が２．０％となっています。 

 

 

  

  

0 500,000 1,000,000 1,500,000 2,000,000 2,500,000 3,000,000 3,500,000 4,000,000 4,500,000

令和元(2019)年
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kg-CO2

※電力事業者ごとの排出係数を考慮
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排出量上位５施設（重点管理対象施設）における推移については以下のとおりです。 

 

●契約管財課（本庁舎） 

令和３年（２０２１年）度は時間外開庁を休止していた

期間が前年度より長かったため、排出量が少なくなって

います。令和４年（２０２２年）度は猛暑の影響で夏季の

空調稼働が多く、同時に換気をする必要があったことか

ら、特に電気由来の排出量が増加しました。 

オンライン会議システムの活用などにより公用車の使

用機会が減少したことから、自動車由来の排出量は減

少しています。 

 

●防災食育センター 

 休校期間の稼働停止による減少を除くと、全体として

排出量の大きな変動はありませんが、令和４年（２０２２

年）度にはコージェネレーションシステムの稼働時間を

調整するなどの運用改善の効果として、施設燃料使用

量の減少が確認できました。 

 

●中央図書館 

 令和３年（２０２１年）度には、空調機器の故障により燃

料由来の排出量が増加しました。施設老朽化に伴い、令

和４年（２０２２年）度には大規模改修が実施され休館し

たため、排出量が極端に少なくなっています。 

 

●福祉センター 

 令和元年（２０１９年）度に施設改修が実施されたこと、

また休館期間があったことから、この年の排出量が少なく

なっています。改修後には排出量の大きな変動はありませ

ん。 

 

●市民会館 

 令和３年（２０２１年）度以降、施設の稼働状況が平常化

し、排出量が増えています。一方で、空調機器のエコチュ

ーニングを実施するなど、エネルギー使用の効率化に向

けた取組に注力しています。 
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③マネジメントの改善 

福生市では、地球温暖化対策実行計画の進捗を管理するため「福生市環境マネジメントシステム

（Ｆ-ｅ）」を導入し、市民と専門家が参加する監査チームが毎年度の目標達成状況と取組状況の監

査を行ってきました。マネジメントの仕組みも、市民の意見を踏まえて改善を図ってきました。 

第４次計画は３年と短期であったことから、年度ごとの目標設定は行わず、各施設には、令和５年

（２０２３年）度の最終目標から設定した「目標値」を示し、実行責任者（施設管理責任者）を中心に

達成に向けたアクションを取ることとしました。しかし、特別な事業があるなど業務量が変化したり、設

備改修を実施したりと年度ごとに状況が異なることから、こうした年度ごとの事情を勘案した「想定

値」を、各施設が設定してよいこととしました。各施設の実行責任者には、自らが設定した「想定値」

と実績値の乖離が大きくならないように、日常のエネルギー使用を管理しつつ、「目標値」を達成する

ために必要な措置を検討、実践することを促しました。全体的な傾向として、各施設では「想定値」を

大きく超えないよう留意して運用管理が行われ、休館や設備の更新によってエネルギー使用量に大

きな変化があった施設では有効に機能しましたが、結果的に「目標値」に至らなかった施設が少なく

ありませんでした。毎年の職員研修などでの「想定値」設定の意義の周知に課題が残る結果となり

ました。 

また、第３次計画期間中の令和元年（２０１９年）度以降は、特に温室効果ガス排出量の多い部

署・施設を「重点部署・施設」として設定し、管理強化を図りました。エネルギー使用量の増減状況や

目標達成に向けた進捗、課題を共有するため、実行責任者と事務局のコミュニケーションを密にとる

ようにしました。「重点部署・施設」ではエネルギーを多く使う機器の運転調整が実施されたり、設備

管理事業者と実施に向けた検討が行われたりするなどの動きがあり、一定の効果があったと評価で

きます。 
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（３）計画改定の方針 

第４次計画期間中は、大部分で感染症対策という課題に直面し、その影響を大きく受けました。今

後は各施設で状況に応じた換気等の基本的感染対策を行いながら、空調使用時のエネルギー効率

低下に注意する必要があります。一方で、各種研修や会議をオンラインで開催・参加できる環境が整

ったことや、公用車の一部で電気自動車やＰＨＥＶへの切替えが行われたことで、交通の脱炭素化が

少しずつ進展しています。コロナ禍を経て変化した状況を踏まえ、無駄も無理もない公共施設の運営

を進めていかなければなりません。 

長期的には公共施設は「総量抑制」が原則であり、「福生市公共施設等総合管理計画」では公

共施設の延べ床面積を令和３２年（２０５０年）度までに約１０％、令和４２年（２０６０年）度までに約２

０％（いずれも令和２年（２０２０年）度比）削減していく方針です。公共施設の統廃合に伴って新規に

整備される施設では、政府実行計画に準じてＺＥＢ Ｏｒｉｅｎｔｅｄ相当以上を基本的な方向として計画

するとともに、継続運用や長寿命化を図る施設では、設備の運用改善と高効率化によりエネルギー

効率を最大限に高める動きを強化する必要があります。 

また、エネルギー効率の向上（省エネルギー）のみでは脱炭素の実現は困難であることから、公共

施設の建物・敷地内で太陽光発電設備をできるだけ設置するほか、再生可能エネルギー由来の電

力調達など、様々な方法で再生可能エネルギーの利用拡大を目指していくことが必要です。  
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3．計画の基本的事項 

（1）計画の目的

本計画は、地球温暖化対策の推進に関する法律第２１条に基づき、市の事務及び事業に関し、温

室効果ガスの排出量の削減を図るための実行計画として策定しました。市が自ら事務及び事業に伴

って排出される温室効果ガスを把握し、削減目標を設定しそれに向けて率先して取り組むことにより、

地球温暖化防止を図ることを目的としています。 

なお、一事業所としてエネルギー使用量を報告する各法律・条例についても、本計画の中で実施す

る調査データを用いて対応します。 

（２）計画期間、見直し予定時期

本計画の期間は、令和６年（２０２４年）度から令和１２年（２０３０年）度までの７年間とします。 

計画期間中に市有施設について大幅な状況変化が生じた場合には、必要に応じて目標値や取組

の見直しを図ることとします。 

（３）計画の対象範囲

本計画の対象範囲は、本庁舎及び出先機関、指定管理者制度導入施設を含めたすべての組織

及び施設における事務及び事業です。 

対象とする温室効果ガスの種類は、地球温暖化対策の推進に関する法律第２条第３項に掲載さ

れている７種類のうち、市で該当する使用がない３種類を除いて「二酸化炭素（ＣＯ２）」「メタン（ＣＨ

４）」「一酸化二窒素（Ｎ２Ｏ）」「ハイドロフルオロカーボン（ＨＦＣ）」の４種類とします。 

ただし、二酸化炭素以外の温室効果ガスは、二酸化炭素と比べて排出量が極端に少ないため、毎

年の算定は行わず、計画期間の最後に総括的評価を行う段階で期間中の排出量を把握することと

します。 

３．計画の基本的事項 
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算定対象とする温室効果ガスと発生源 

 温室効果ガス名 記号 発生源等 対象 

１ 二酸化炭素 ＣＯ２ 

電気、ガスなどの使用のほか、 

化石燃料の燃焼に伴い排出されます。 
○ 

２ メタン ＣＨ４ 主に自動車の走行に伴い排出されます。 ○ 

３ 一酸化二窒素 Ｎ２Ｏ 主に自動車の走行に伴い排出されます。 ○ 

４ ハイドロフルオロカーボン ＨＦＣ 
代替フロンの一種で主に冷媒として使用され、冷

蔵庫・エアコン・カーエアコン・消火器等の使用・

廃棄・漏えい事故等に伴い排出されます。 

○ 

５ パーフルオロカーボン ＰＦＣ 
代替フロンの一種で、主に冷媒として使用されて

いますが、平成１１年５月以降ＰＦＣを封入している

製品は市販されていません。 

× 

６ 六ふっ化硫黄 ＳＦ６ 

主に変圧器等に絶縁ガスとして使用され、電気機 

械器具の使用・廃棄等に伴い排出されます。 
× 

７ 三ふっ化窒素 ＮＦ３ 
半導体等の製造過程で使用されることに伴い排

出されます。 
× 
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4．温室効果ガス排出量の目標 

 

令和１２年（２０３０年）度の事務事業における温室効果ガス排出量を 

２，４３７，６５６ｋｇ‐ＣＯ２ とします。 

※基準年度：令和元年（２０１９年）度 

 

※目標設定の考え方 

本計画は、市環境基本計画の「１（１）気候変動の緩和」における「③公共施設の取組」を具体化

し運用管理するための計画です。そのため、温室効果ガス排出量の目標も市環境基本計画に準じて

設定します。 

市環境基本計画では、令和元年（２０１９年）度を基準年度とし、国の地球温暖化対策計画におけ

る部門別削減率を用いて令和１２年（２０３０年）度の温室効果ガス排出量を設定しています。公共施

設が該当する「業務部門」は、令和元年（２０１９年）度実績値に対して６０．１％が目標です。ここから

令和１２年（２０３０年）度の最終的な計画目標を設定しました2。 

さらに、令和４年（２０２２年）度実績値と計画目標の差分を、８年間で毎年同程度の削減を継続す

ると仮定して、年度ごとの目安となる排出量を設定しました。実際には施設改修や大規模な設備更新

によって大幅に排出量が減少するため、この数値は進捗状況を把握するための目安として活用しま

す。 

 

※基準値の設定方法 

①過去の計画で対象外となっていた施設（防災関連施設等）も温室効果ガス排出量の算定対象と

します。基準値の設定に際しては、令和元年（２０１９年）度における当該施設のエネルギー使用量

も含んで排出量を算定しました。 

②電気由来の排出量については、令和元年（２０１９年）度の当該期間中に契約していた電気事業

者の排出係数を乗じた排出量を採用しました。 

③燃料ごと排出係数及び地球温暖化係数は、最新の地球温暖化対策推進法施行令に基づく数値

を採用しました。（参考資料２４・２５ページ） 

 
2 国の地球温暖化対策計画では平成２５年（２０１３年）度を基準年度としており、自治体の計画でも同年度を

基準とすることが推奨されているが、以下の理由により令和元年（２０１９年）度を基準とする。 

①上位計画としての第２次福生市環境基本計画とそろえるため 

  ②平成２９年（２０１７年）に防災食育センターが稼働しており、排出量の大幅増があったため 

なお、平成２５年（２０１３年）度の排出量に当時対象外であった防災関連施設等と防災食育センターの令和

４年（２０２２年）度排出量を加えた数値（５，２７８，１０２ｋｇ‐ＣＯ２）を基準とした場合の目標値（基準値比４８．

７％）は２，５７２，５２１ｋｇ‐ＣＯ２となる。本計画の目標はこれを下回り、２０５０年脱炭素を目指す国の水準を超え

るものと言える。 

４．温室効果ガス排出量の目標 
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。 

以上の考え方に基づき、令和元年（２０１９年）度基準値を４，０５５，９９９ｋｇ‐ＣＯ２とします。 
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5．目標達成に向けた取組 

 

（1）基本方針 

本計画では、２０５０年の脱炭素を目指す水準で取組の加速化を図らなければならないことを意識

し、「２．（３）計画改定の方針」を踏まえ、以下の４つのポイントを重視して取組を展開します。 

 

①改修予定施設においてエネルギー効率の向上を重視する 

②継続運用施設においてエネルギー設備の運用改善を強化する 

③多様な手法で再生可能エネルギーを活用する 

④公用車利用のさらなる適正化と、ゼロカーボン・ドライブを推進する 

 

 

（2）取組及びその目標 

①改修予定施設においてエネルギー効率の向上を重視する 

市有施設の多くが老朽化していることから、計画的に施設の改修を進めながらエネルギー消費の

効率化と老朽化対策を同時に実現します。改修に当たっては、省エネ基準に適合する水準で外皮及

びエネルギー機器の性能の向上を図ります。本庁舎においてはＥＳＣＯ事業を実施し、投資コストを抑

えながら省エネルギー化と老朽化対策を進めます。 

 

目標 

➢ 本庁舎においてＥＳＣＯ事業を実施し、エネルギー使用量と温室効果ガス排出量を１０％削減す

る。 

➢ その他の施設では改修工事の実施により、温室効果ガス排出量を８．２％程度削減する3。 

 

取組事項 

◆ 本庁舎においてＥＳＣＯ事業を実施し、計画的に高効率機器への更新、エネルギー機器の制御

を進める。 

◆ 「福生市施設保全・改修計画」（以下、「施設保全・改修計画」という。）において本計画期間中

に改修工事が計画されている施設では、工事実施と同時に省エネルギーのための措置を行う。

あわせて、太陽光発電システムの設置についても積極的に検討する。 

  

 
3 環境省「再エネ・省エネ措置かんたん検討ツール」を利用し、長寿命化改修、大規模改修予定施設において、

省エネ措置を最大限に実施した場合の削減ポテンシャルを推計して積み上げたもの。施設ごとの試算結果は

参考資料２６・２７ページに掲載。 

５．目標達成に向けた取組 
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施設保全・改修計画において設定された大規模改修・長寿命化改修の目安どおりに工事を実施

し、あわせて省エネルギー措置を実施した場合の本計画期間中の削減ポテンシャルは次のとおりで

す。 

 

施設名 種類 
期待 

削減率 

期待削減量4 

（ｋｇ‐ＣＯ２） 

福生地域体育館 大規模改修 ６８．５％ ３７，７５８ 

武蔵野台児童館 大規模改修 １１．３％ ５，５９４ 

福東会館 大規模改修 ２９．０％ ２，７３１ 

リサイクルセンター5 大規模改修 ‐ ‐ 

第二小学校（校舎） 長寿命化改修 ４０．８％ ５０，１３０ 

第一中学校（校舎） 長寿命化改修 ４８．１％ ８６，２６３ 

第二中学校（校舎） 長寿命化改修 ４２．９％ ７９，８５６ 

第三小学校（校舎） 長寿命化改修 ４４．５％ ３９，２６９ 

 合計 ３０１，６０１ 

 

 

また、施設保全・改修計画においては中規模修繕の目安も設定しています。ポテンシャル試算の対

象とはしていませんが、計画期間中に中規模修繕を実施する場合には、実施可能な省エネルギー措

置を最大限実施するように努めます。 

 

【本計画期間中に中規模修繕が計画されている施設】 

松林会館、第一中学校（新校舎）、第二中学校（体育館）、白梅会館、消防団第三分団詰所、第一

小学校（新校舎・体育館）、第二小学校（体育館）、かえで会館、消防団第一分団詰所、消防団第

四分団詰所、第三小学校（体育館）、わかぎり図書館、市営プール、消防団第二分団詰所、第四小

学校（体育館）、消防団第五分団詰所、第五小学校（体育館）、わかたけ図書館、第六小学校（体

育館）、田園児童館 

 

  

 
4 環境省「再エネ・省エネ措置かんたん検討ツール」で得られたＣＯ２排出量の削減率を、令和４年（２０２２年）

度排出実績に乗じて求めた。施設ごとの試算結果は参考資料２６・２７ページ。 
5 ポテンシャル試算の対象外 
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改修時に実施する省エネルギー措置リスト 

 

出典：環境省「再エネ・省エネ措置かんたん検討ツール」より作成6 

https://www.env.go.jp/policy/local_keikaku/manual2.html＃kantan_tool 

  

 
6 「再エネ・省エネ措置かんたん検討ツール」の設備更新にかかる措置のうち、対象施設にない設備（屋内駐

車場、エレベーター等）に関する項目を除いたリスト 

措置 更新内容
再エネ・省エネ措置導入・

改修内容
推奨される措置
導入タイミング

高効率パッケージ形空調機の更新・設備容量
のコンパクト化

標準効率EHPへの更新 高効率EHPへの更新 設備更新時期

高効率熱源機器への更新・設備容量のコンパ
クト化

標準効率吸収冷温水機への更
新

高効率吸収冷温水機への更新 設備更新時期

熱交換器の断熱 熱交換器への断熱材施工 即時
蒸気弁・フランジ部の断熱 蒸気弁・フランジ部への断熱材施工 即時
高効率冷却塔への更新 標準効率冷却塔への更新 高効率冷却塔への更新 設備更新時期
冷却塔ファン等の台数制御・発停制御の導入 台数制御・発停制御の導入 即時
高効率空調用ポンプへの更新・設備容量のコン
パクト化

標準効率ポンプへの更新 高効率ポンプへの更新 設備更新時期

冷却水ポンプの変流量制御の導入 変流量制御の導入 即時
空調1次ポンプの変流量制御の導入 変流量制御の導入 即時
空調2次ポンプの変流量制御の導入・設備容量
のコンパクト化

変流量制御の導入 即時

空調2次ポンプの末端差圧制御の導入 末端差圧制御の導入 即時

大温度差送水システムへの更新 標準効率空調機への更新
大温度差送水システムへ対応した
空調機への更新

設備更新時期

大温度差送水システムへの更新 FCUへの更新
大温度差送水システムへ対応した
FCUへの更新

設備更新時期

大温度差送水システムへの更新 FCUへの更新 自動制御の導入 設備更新時期
ファンコイルユニットの比例制御の導入 比例制御の導入 即時

大温度差送風空調システムへの更新 標準効率空調機への更新
大温度差送風システムへ対応した
空調機への更新

設備更新時期

大温度差送風空調システムへの更新 標準効率空調機への更新 自動制御の導入 設備更新時期
高効率空調機への更新・設備容量のコンパクト
化

標準効率空調機への更新
高効率空調機への更新
（モーターの更新）

即時

空調機の変風量システムの導入（OHUを除く） 標準効率空調機への更新
変風量制御へ対応した空調機への
更新（インバータの追加）、VAVの設
置

設備更新時期

自動制御の導入 設備更新時期
空調設備の集中管理システムの導入 集中管理システムの導入 即時
高効率ファンへの更新・設備容量のコンパクト
化

高効率ファンへの更新
（モーターの更新）

即時

電気室・エレベーター機械室の温度制御の導入 温度制御の導入 即時
駐車場ファンのCO又はCO2濃度制御の導入 CO又はCO2濃度制御の導入 即時

高効率照明器具への更新・設計照度の緩和 蛍光灯へのランプ更新 LEDへの更新 即時
照明の明るさ・人感センサーによる自動点滅制
御の導入

センサーの追加、自動制御の導入 即時

照明の初期照度補正制御・昼光利用照明制御
への更新

センサーの追加、自動制御の導入 即時

照明の集中管理システムの導入 集中管理システムの導入 即時
照明の点滅区分の細分化 点滅区分の細分化 即時
高輝度型誘導灯への更新 高輝度誘導灯への更新 即時

高効率給湯器への更新 標準効率ガス給湯器への更新
高効率（潜熱回収型）ガス給湯器へ
の更新、排水工事

設備更新時期

大便器の超節水器具への更新 標準大便器への更新 超節水型大便器への更新 設備更新時期
洗面器の自動水栓への更新 ｼﾝｸﾞﾙﾚﾊﾞｰ水栓への更新 自動水栓への更新（電気工事含む） 設備更新時期
高効率変圧器への更新 変圧器の更新 即時
高性能ガラスへの更新・日除けの導入 単板ガラスへの更新 高性能ガラスへの更新 即時

CO2濃度による外気量制御の導入 DDCの追加、自動制御の導入 即時

全熱交換器の導入 標準効率空調機への更新 全熱交換器付き空調機への更新 設備更新時期
全熱交換器ユニットへの更新 設備更新時期

ビルエネルギーマネジメントシステム（BEMS)
の導入

BEMSの設置 即時
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②継続運用施設においてエネルギー設備の運用改善を強化する 

福生市環境マネジメントシステム（Ｆ‐ｅ）の運用を継続し、エネルギー機器の運用改善に資する取

組（エコチューニング等）を中心に、公共施設からの温室効果ガス排出量削減に取り組みます。 

 

目標 

➢ 市有施設におけるエネルギー使用量を、毎年１％削減する。 

 

取組事項 

◆ 福生市環境マネジメントシステム（Ｆ‐ｅ）に沿って、市有施設における環境配慮取組を実施する。 

◆ 施設のエネルギー使用量の削減に際しては、「エコチューニング」の実施手法例（参考資料２８・

２９ページ）を参考に、施設ごとに可能な項目に最大限に取り組む。 

 

福生市環境マネジメントシステム（Ｆ‐ｅ）取組項目 

 

①全職員に共通した取組 

１ 各職場において環境配慮行動を実践する 

◼ エネルギーの使用量を削減する 

◼ 紙の使用量を削減する 

◼ ごみの排出量を削減する 

◼ 水の使用量を削減する 

◼ 物品を購入する際に留意する 

２ 市内の移動には公用自転車を活用し、市外への出張の際は公共交通機関の利用、オン

ライン会議システムの活用を検討し、公用車の使用機会を抑制する 

３ やむを得ず公用車を使用する際は、エコドライブの実践を徹底する 

４ 福生市の環境面での基本方針である「福生市環境基本計画」や「地球温暖化対策実行

計画」およびそれらの目標を認識する 

５ 日常の事務活動によって地域の環境や地球環境にどのような影響を及ぼしているのかを

認識・理解する 

 

②各部署での取組 

１ 市議会議員、非常勤職員、庁舎・施設に常駐・常在する事業者等に対し、環境配慮の要

請を行う 

２ 庁舎・施設に出入りする事業者等に対し、環境配慮の要請を行う 

３ 公共施設の利用者に対し、環境配慮の要請を行う 

４ 公共工事等の際に環境配慮に取り組むとともに、調達時にはエネルギー消費量や排出係

数が低減する手法を検討する 
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５ 環境に関連する計画について内容（策定中の場合は途中経過）を公開・提供する 

６ 計画の策定や改定の際には環境配慮を土台とし、立案・策定段階から市民参加の機会

を設ける 

７ 環境を保全・改善する施策・事業（公園・緑地・水辺整備等）について、その内容を公開・

提供する 

８ 環境影響事業について、環境に影響を与える内容（騒音・振動、廃棄物の排出、自然の減

少など）を公開・提供する 

９ 施設のエネルギーを管理する部署・施設では、エコチューニング等の運用改善手法を最

大限に実施し、その結果を検証する 

１０ 日常の事務活動を通じて実践できる環境配慮行動や、市民等と協働して取り組む環境保

全活動、環境に関する情報発信や環境学習に努める 

 

③多様な手法で再生可能エネルギーを活用する 

福生市で導入可能性のある再生可能エネルギーは、太陽光発電と太陽熱温水器が中心となりま

す。長期にわたり稼働することが見込まれる施設において、再生可能エネルギー設備の導入を検討し

ます。また、市有施設で使用（購入）する電気については、再生可能エネルギー比率の高さを重視し、

排出係数の少ない電気を使用することで排出量を削減します。 

 

目標 

➢ 市有施設で使用する電気の排出係数を、平均０．２５ｋｇ-ＣＯ２／ｋＷｈに近づける。 

➢ 市有施設で使用する電気の非化石比率を、５９％に近づける。 

➢ 設置可能な市有施設のうち５０％程度に太陽光発電システムを導入する。 

➢ 熱需要の大きい施設において、太陽熱利用システムを導入する。 

 

取組事項 

◆ 市有施設で使用する電気の契約更新時には、再生可能エネルギー比率・排出係数を重視して

導入します。 

◆ 個別施設計画において予防保全・施設性能向上の対象となっている施設を中心に、太陽光発

電・太陽熱利用システムなどの再生可能エネルギー設備を導入することを検討します。 
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④公用車利用のさらなる適正化と、ゼロカーボン・ドライブを推進する 

公用車は必要性を吟味して使用し、使用時にはエコドライブを徹底します。公用車の更新時には、

電気自動車など温室効果ガス排出量の少ない車両を優先的に導入します。 

 

目標 

➢ 公用車の燃料消費量を１０％削減する。 

 

取組事項 

◆ 市内の通常移動は徒歩または自転車を原則とします。 

◆ 会議や研修への参加は、公共交通機関の利用やオンライン会議システムの活用も検討し、公用

車での出張をできるだけ控えます。 

◆ 公用車を利用する際には、エコドライブの実施を徹底します。 

◆ 公用車の更新時には電動車を優先して検討します。 

 

 

 

対策効果の積上イメージ 
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6．進捗管理の仕組み 

 

（1）推進体制 

各年度の取組の推進、点検・評価は、次の体制で実施します。 

計画の推進にあたっては、「福生市環境マネジメントシステム（Ｆ‐ｅ）」により行動と実績数値の管

理を行います。 

 

組織名 役職 主な役割・責任 

環境推進委員会 

委員長：市長  

副委員長：副市長  

委員：教育長、部長・参事 

・計画の策定及び改定 

・計画及び評価結果の公表 

・計画の見直し 

・目標や取組の決定 

・その他運用に関する必要事項の決定 

環境マネージャー会議 議長：委員の互選 
・運用に関する必要事項  

（目標・取組内容）の協議、監査 

推進事務局 
（生活環境部環境政策

課） 

・環境推進委員会事務局  

・環境マネージャー会議事務局  

・実行部門との連絡調整 

点検・評価チーム 
（市民、環境マネージャー、

環境政策の専門家） 

・実行部門における取組状況の点検 

・数値目標達成状況の評価 

・取組に対する助言 

 

 

 

 

  

６．進捗管理の仕組み 
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（２）年間スケジュール 

定期的な点検・評価を行い、取組の改善を図るため、次のスケジュールで職員研修や調査等を実

施します。 

時期 調査等名 

４月 第４四半期環境負荷排出量調査（前年度１～３月分） 

５月～６月 想定値設定調査 

６月 目標達成状況の評価 

７月 第１四半期環境負荷排出量調査（４～６月分） 

１０月 第２四半期環境負荷排出量調査（７～９月分） 

１月 第３四半期環境負荷排出量調査（１０～１２月分） 

２月 取組状況の点検 

随時 想定値変更申請 

年１回以上 職員研修 

 

 

（３）結果の公表 

気候変動対策についての市の取り組み内容と温室効果ガス排出量を市民等に広く公表するため、

次の情報を公表します。 

➢ 数値目標の評価結果（報告書） 

➢ 取組状況の点検結果（報告書） 

➢ （必要に応じて）環境負荷排出量調査結果、優良な取組事例 など 

情報の公表にあたっては、広報ふっさ、福生市の環境、市ホームページ等を活用します。 
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参考資料 

地球温暖化係数・排出係数一覧 

（１）地球温暖化係数7 

温室効果ガスの種類 地球温暖化係数 

二酸化炭素 １ 

メタン ２８ 

一酸化二窒素 ２６５ 

ハイドロフルオロカーボン（ＨＦＣ‐１３４ａ）8 １，３００ 

 

 

（２）燃料の使用に伴う二酸化炭素の排出 

燃料の種類 単位発熱量 
炭素排出係数 

（ｋｇ‐Ｃ/ＭＪ） 

二酸化炭素換算 

排出係数 

灯油 ３６．７ＭＪ/Ｌ ０．０１８５ ２．４９ｋｇ-ＣＯ２/Ｌ 

軽油 ３７．７ ＭＪ/Ｌ ０．０１８７ ２．５８ｋｇ-ＣＯ２/Ｌ 

Ａ重油 ３９．１ ＭＪ/Ｌ ０．０１８９ ２．７１ｋｇ-ＣＯ２/Ｌ 

都市ガス 9 ４３．３ ＭＪ/㎥ ０．０１３６ ２．１６ｋｇ-ＣＯ２/㎥ 

ＬＰＧ 10  ５０．８ＭＪ/ｋｇ ０．０１６１ ６．６０ｋｇ-ＣＯ２/㎥ 

ガソリン ３４．６ＭＪ/Ｌ ０．０１８３ ２．３２ｋｇ-ＣＯ２/Ｌ 

液化天然ガス  ５４．６ＭＪ/ｋｇ ０．０１３５ ２．１６ｋｇ-ＣＯ２/㎥ 11 

出典：環境省「地方公共団体実行計画（事務事業編） 策定・実施マニュアル （算定手法編）令和５年３月」 

 

 
7 地球温暖化係数は、二酸化炭素を１（基準）として、各温室効果ガスの温室効果の強さを数値化したもの。

温室効果ガス排出総量は、活動量（燃料消費量、自動車走行距離など）に排出係数を乗じて温室効果ガスの

種類ごとに排出量を求め、さらに地球温暖化係数を乗じることで二酸化炭素排出量に換算して合算することで

算定する。 
8 ハイドロフルオロカーボン（ＨＦＣ）の排出は、ＨＦＣが冷媒として使用されているカーエアコンの使用に伴うも

の。ＨＦＣは複数種類あるが、カーエアコンに封入されている代表的なものはＨＦＣ-１３４ａであることから、本表

に記載する。 
9 都市ガスは、地球温暖化対策推進法施行令では標準状態（０℃、１気圧）の体積（Ｎ㎥）当たりの値が定め

られているが、ここでは都市ガスの供給を受ける一般的な条件下（１５℃、１．０２気圧）の体積（㎥）当たりに換

算した参考値を用いる。 
10 ＬＰＧの炭素排出係数は０．０１６１ｋｇ‐Ｃ/ＭＪ、３．００ｋｇ‐ＣＯ２/ｋｇと定められている。 

日本ＬＰガス協会「プロパン、ブタン、ＬＰガスのＣＯ ２排出原単位に係るガイドライン（https://www.j-

lpgas.gr.jp/news/files/CO2_guidline.pdf）」によると、ＬＰＧの体積→重量換算率は０．４５８㎥/ｋｇであり、

二酸化炭素換算排出係数は３．０ｋｇ‐ＣＯ２/ｋｇ ÷ ０．４５８ ＝ ６．６ｋｇ‐ＣＯ２/㎥とされている。 
11 天然ガス自動車用の燃料充填ステーションでは、原料の天然ガスは都市ガスパイプラインから供給を受け

ていることが一般的であるため、排出係数は都市ガスの値を代用する。令和３年（２０２１年）度以降、福生市で

は使用実績なし。 

参考資料 
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（３）ガス機関・家庭用機器における燃料の使用に伴う排出係数 

燃料・機器の種類 メタン 一酸化二窒素 

都市ガス（ガス機関） 12 ０．００２３０ｋｇ‐ＣＨ４/㎥ ０．００００２７ｋｇ‐Ｎ２Ｏ/㎥ 

ＬＰＧ（家庭用機器） 13 ０．０００５０ｋｇ‐ＣＨ４/㎥ ０．００００１０ｋｇ‐Ｎ２Ｏ/㎥ 

灯油（家庭用機器） ０．０００３５ｋｇ‐ＣＨ４/Ｌ ０．００００２１ｋｇ‐Ｎ２Ｏ/Ｌ 

 

 

（４）自動車の走行に伴う排出係数 

自動車の種類 
メタン 

(ｋｇ‐ＣＨ４/ｋｍ) 

一酸化二窒素 

（ｋｇ‐Ｎ２Ｏ/ｋｍ） 

ガソリン･ＬＰＧを燃料とする普通・小型乗用車（定員１０名以下） ０．００００１０ ０．００００２９ 

ガソリンを燃料とする普通・小型乗用車（定員１１名以上） ０．００００３５ ０．００００４１ 

ガソリンを燃料とする軽乗用車 ０．００００１０ ０．００００２２ 

ガソリンを燃料とする普通貨物車 ０．００００３５ ０．００００３９ 

ガソリンを燃料とする小型貨物車 ０．００００１５ ０．００００２６ 

ガソリンを燃料とする軽貨物車 ０．００００１１ ０．００００２２ 

ガソリンを燃料とする普通・小型・軽特種用途車 ０．００００３５ ０．００００３５ 

軽油を燃料とする普通・小型乗用車（定員１０名以下） ０．０００００２０ ０．０００００７ 

軽油を燃料とする普通・小型乗用車（定員１１名以上） ０．００００１７ ０．００００２５ 

軽油を燃料とする普通貨物車 ０．００００１５ ０．００００１４ 

軽油を燃料とする小型貨物車 ０．０００００７６ ０．０００００９ 

軽油を燃料とする普通・小型特種用途車 ０．００００１３ ０．００００２５ 

 

 

（５）カーエアコンの使用に伴うＨＦＣの排出 

０．０１０ｋｇ‐ＨＦＣ/台・年 

  

 
12 都市ガスは、地球温暖化対策推進法施行令では標準状態（０℃、１気圧）の体積（Ｎ㎥）当たりの値が定め

られているが、ここでは都市ガスの供給を受ける一般的な条件下（１５℃、１．０２気圧）の体積（㎥）当たりに換

算した参考値を用いる。 
13 地球温暖化対策推進法施行令では重量（ｋｇ）あたりの排出係数が定められているため、体積重量換算率

（０．４５８㎥/ｋｇ）を乗じて体積（㎥）あたりの排出係数を設定する。メタン０．０００２３ｋｇ‐ＣＨ４/ｋｇ ÷ ０．４５８、

一酸化二窒素０．０００００４６ｋｇ‐Ｎ２Ｏ/ｋｇ ÷ ０．４５８ 
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 改
修
予
定
施
設
に
お
け
る
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
推
計
結
果

 

環
境
省
「
再
エ
ネ
・省
エ
ネ
措
置
か
ん
た
ん
検
討
ツ
ー
ル
」
を
利
用
し
て
試
算
し
た
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
削
減
量
（
単
位
：ｋ
ｇ
‐
Ｃ
Ｏ
２
/年
）
。 

※
ツ
ー
ル
に
よ
る
出
力
結
果
で
あ
り
、施
設
ご
と
の
実
際
の
排
出
状
況
と
ず
れ
が
生
じ
る
こ
と
、施
設
に
よ
っ
て
す
べ
て
の
措
置
が
実
施
可
能
で
は
な
い
こ
と
に
注
意
が
必
要
。 

 
省
エ
ネ
措
置
内
容

 
分
類

 
福
東
会
館

 
二
小

 
三
小

 
一
中

 
二
中

 
武
蔵
野
台

 
児
童
館

 
福
生
地
域

 
体
育
館

 

１
 
高
効
率
パ
ッ
ケ
ー
ジ
形
空
調
機
の
更
新
・設
備
容
量
の
コ
ン
パ
ク
ト
化

(Ｅ
Ｈ
Ｐ
) 

空
調

 
６
７
６

 
 
１
，
０
６
２

  
５
２
６

 
 
１
，
２
３
４

  
１
，
０
１
５

  
２
，
１
１
５

  
７
７
６

 
 

 

高
効
率
パ
ッ
ケ
ー
ジ
形
空
調
機
の
更
新
・設
備
容
量
の
コ
ン
パ
ク
ト
化

(Ｇ
Ｈ
Ｐ
) 

空
調

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

２
 
高
効
率
熱
源
機
器
へ
の
更
新
・設
備
容
量
の
コ
ン
パ
ク
ト
化

(吸
収
系
熱
源
）
 

空
調

 
 
３
７
，７
０
１

  
１
８
，６
９
２

  
４
３
，８
０
５

  
３
６
，０
５
３

  
 
２
４
，４
１
４

  
 

高
効
率
熱
源
機
器
へ
の
更
新
・設
備
容
量
の
コ
ン
パ
ク
ト
化

(電
動
系
熱
源
）
 

空
調

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

３
 
熱
交
換
器
の
断
熱

 
空
調

 
 
 

２
８
１

 
 

１
９
９

 
 

４
１
２

 
 

４
２
９

 
 

 
 

１
４
２

 
 

４
 
蒸
気
弁
・
フ
ラ
ン
ジ
部
の
断
熱

 
空
調

 
 
 

４
８
１

 
 

３
４
１

 
 

７
０
６

 
 

７
３
６

 
 

 
 

２
４
４

 
 

５
 
高
効
率
冷
却
塔
へ
の
更
新

 
空
調

 
５
９

 
 

５
８
８

 
 

４
１
７

 
 

８
６
３

 
 

８
９
９

 
 

６
０
２

 
 

３
３
９

 
 

６
 
冷
却
塔
フ
ァ
ン
等
の
台
数
制
御
・
発
停
制
御
の
導
入

 
空
調

 
９

 
 

８
６

 
 

６
１

 
 

１
２
６

 
 

１
３
１

 
 

８
８

 
 

５
０

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

７
 
高
効
率
空
調
用
ポ
ン
プ
へ
の
更
新
・
設
備
容
量
の
コ
ン
パ
ク
ト
化

 
空
調

 
１
０
８

 
 
１
，
０
７
８

  
７
６
５

 
 
１
，
５
８
２

  
１
，
６
４
８

  
１
，
１
０
５

  
６
２
２

 
 

８
 
冷
却
水
ポ
ン
プ
の
変
流
量
制
御
の
導
入

 
空
調

 
７
８

 
 

７
８
４

 
 

５
５
６

 
 
１
，
１
５
０

  
１
，
１
９
８

  
８
０
３

 
 

４
５
３

 
 

９
 
空
調
１
次
ポ
ン
プ
の
変
流
量
制
御
の
導
入

 
空
調

 
７
４

 
 

７
４
１

 
 

５
２
６

 
 
１
，
０
８
８

  
１
，
１
３
３

  
７
５
９

 
 

４
２
８

 
 

１
０

 
空
調
２
次
ポ
ン
プ
の
変
流
量
制
御
の
導
入
・設
備
容
量
の
コ
ン
パ
ク
ト
化

 
空
調

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

１
１

 
空
調
２
次
ポ
ン
プ
の
末
端
差
圧
制
御
の
導
入

 
空
調

 
４
１

 
 

４
２
３

 
 

３
０
０

 
 

６
２
１

 
 

６
４
７

 
 

４
２
１

 
 

２
３
７

 
 

１
２

 
大
温
度
差
送
水
シ
ス
テ
ム
へ
の
更
新

(自
動
制
御
）

 
空
調

 
３
８

 
 

３
８
９

 
 

２
７
６

 
 

５
７
１

 
 

５
９
５

 
 

３
８
７

 
 

２
１
８

 
 

 

大
温
度
差
送
水
シ
ス
テ
ム
へ
の
更
新

(Ｆ
Ｃ
Ｕ
）

 
空
調

 
３
８

 
 

３
８
９

 
 

２
７
６

 
 

５
７
１

 
 

５
９
５

 
 

３
８
７

 
 

２
１
８

 
 

 

大
温
度
差
送
水
シ
ス
テ
ム
へ
の
更
新

(空
調
機
）

 
空
調

 
３
８

 
 

３
８
９

 
 

２
７
６

 
 

５
７
１

 
 

５
９
５

 
 

３
８
７

 
 

２
１
８

 
 

１
３

 
フ
ァ
ン
コ
イ
ル
ユ
ニ
ッ
ト
の
比
例
制
御
の
導
入

 
空
調

 
１
６
６

 
 
１
，
７
１
０

  
１
，
２
１
４

  
２
，
５
１
０

  
２
，
６
１
４

  
１
，
６
９
９

  
９
５
７

 
 

１
４

 
大
温
度
差
送
風
空
調
シ
ス
テ
ム
へ
の
更
新

(自
動
制
御
）

 
空
調

 
２
８

 
 

２
７
９

 
 

１
９
８

 
 

４
０
９

 
 

４
２
６

 
 

２
８
２

 
 

１
５
９

 
 

 
大
温
度
差
送
風
空
調
シ
ス
テ
ム
へ
の
更
新

(空
調
機
）

 
空
調

 
２
８

 
 

２
７
９

 
 

１
９
８

 
 

４
０
９

 
 

４
２
６

 
 

２
８
２

 
 

１
５
９

 
 

２６ 



2
7

 

 

 
省
エ
ネ
措
置
内
容

 
分
類

 
福
東
会
館

 
二
小

 
三
小

 
一
中

 
二
中

 
武
蔵
野
台

 
児
童
館

 
福
生
地
域

 
体
育
館

 

１
５

 
高
効
率
空
調
機
へ
の
更
新
・
設
備
容
量
の
コ
ン
パ
ク
ト
化

 
空
調

 
２
１
５

 
 
２
，
１
８
３

  
１
，
５
４
９

  
３
，
２
０
３

  
３
，
３
３
６

  
２
，
２
０
９

  
１
，
２
４
４

  

１
６

 
空
調
機
の
変
風
量
シ
ス
テ
ム
の
導
入

(空
調
機
）

 
空
調

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
空
調
機
の
変
風
量
シ
ス
テ
ム
の
導
入

(自
動
制
御
）

 
空
調

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

１
７

 
空
調
設
備
の
集
中
管
理
シ
ス
テ
ム
の
導
入

 
空
調

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

１
８

 
高
効
率
フ
ァ
ン
へ
の
更
新
・
設
備
容
量
の
コ
ン
パ
ク
ト
化

 
換
気

 
２
１

 
 

５
９
５

 
 

４
２
２

 
 

８
７
３

 
 

９
１
０

 
 

２
１
７

 
 

１
２
２

 
 

２
１

 
高
効
率
照
明
器
具
へ
の
更
新
・
設
計
照
度
の
緩
和

 
照
明

 
７
７
５

  
１
１
，４
９
６

  
８
，
１
５
６

  
１
６
，８
６
９

  
１
７
，５
６
９

  
７
，
９
４
８

  
４
，
４
７
８

  

２
２

 
照
明
の
明
る
さ
・
人
感
セ
ン
サ
ー
に
よ
る
自
動
点
滅
制
御
の
導
入

 
照
明

 
６
３

 
 

９
３
８

 
 

６
６
６

 
 
１
，
３
７
７

  
１
，
４
３
４

  
６
４
９

 
 

３
６
６

 
 

２
３

 
照
明
の
初
期
照
度
補
正
制
御
・
昼
光
利
用
照
明
制
御
へ
の
更
新

 
照
明

 
２
７
５

 
 
４
，
０
８
２

  
２
，
８
９
６

  
５
，
９
９
０

  
６
，
２
３
９

  
２
，
８
２
２

  
１
，
５
９
０

  

２
４

 
照
明
の
集
中
管
理
シ
ス
テ
ム
の
導
入

 
照
明

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

２
５

 
照
明
の
点
滅
区
分
の
細
分
化

 
照
明

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

２
６

 
高
輝
度
型
誘
導
灯
へ
の
更
新

 
照
明

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

２
７

 
高
効
率
給
湯
器
へ
の
更
新
（
ガ
ス
給
湯
器
）

 
給
湯

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
高
効
率
給
湯
器
へ
の
更
新
（
電
気
給
湯
器
）

 
給
湯

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

２
９

 
大
便
器
の
超
節
水
器
具
へ
の
更
新

 
そ
の
他

 
１

 
 

７
３

 
 

５
１

 
 

１
０
７

 
 

１
１
１

 
１
５

 
 

９
 
 

３
０

 
洗
面
器
の
自
動
水
栓
へ
の
更
新

 
そ
の
他

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

３
１

 
高
効
率
変
圧
器
へ
の
更
新

 
そ
の
他

 
３

 
 

１
６
０

 
 

１
１
４

 
 

２
３
５

 
 

２
４
５

 
 

３
２

 
 

１
８

 
 

３
２

 
高
性
能
ガ
ラ
ス
へ
の
更
新
・
日
除
け
の
導
入

 
建
築

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

３
３

 
C

O
2
濃
度
に
よ
る
外
気
量
制
御
の
導
入

 
建
築

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

３
４

 
全
熱
交
換
器
の
導
入
（
全
熱
交
換
器
付
き
空
調
機
）

 
建
築

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
全
熱
交
換
器
の
導
入
（
全
熱
交
換
器
ユ
ニ
ッ
ト
）

 
建
築

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

３
５

 
空
調
機
の
気
化
式
加
湿
器
へ
の
更
新

 
建
築

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

３
６

 
ビ
ル
エ
ネ
ル
ギ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
（
Ｂ
Ｅ
Ｍ
Ｓ

) 
の
導
入

 
‐
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エコチューニングの実施手法例 
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出典：省エネルギーセンター「省エネチューニングガイドブック」 

https://www.eccj.or.jp/b_tuning/gdbook/ 
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エコドライブの取組項目 

 
出典：環境省「エコドライブ10のススメ」 
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計画の対象部署 

議会事務局 

企画調整課 

公共施設マネジメント課 

財政課 

秘書広報課 

情報政策課 

総務課 

防災危機管理課 

消防団本部 

消防団第一分団 

消防団第二分団 

消防団第三分団 

消防団第四分団 

消防団第五分団 

わらつけ中央災害備蓄倉庫 

旧第二学校給食センター 

職員課 

契約管財課 

もくせい会館 

総合窓口課 

課税課 

収納課 

保険年金課 

シティセールス推進課 

環境政策課 

川の志民館 

くるみるふっさ 

公園 

ごみ減量対策課 

公衆トイレ 

リサイクルセンター 

協働推進課 

福東会館 

輝き市民サポートセンター 

社会福祉課 

障害福祉課 

介護福祉課 

福祉センター 

健康課（保健センター） 

子ども政策課 

田園児童館・会館 

熊川児童館 

武蔵野台児童館 

子ども育成課 

子ども家庭センター課 

まちづくり計画課 

市営住宅 

シルバーピア・高齢者住宅・

特定公共賃貸住宅 

土地開発公社 

道路下水道課 

自転車保管所 

駐輪場 

駐車場（扶桑会館隣接） 

道路 

会計課 

選挙管理委員会事務局 

監査委員事務局 

教育総務課 

教育指導課 

学務課 

防災食育センター 

教育支援課（子ども応援館） 

生涯学習推進課 

プチギャラリー 

かえで会館 

扶桑会館 

郷土資料室 

旧ヤマジュウ田村家住宅 

文化財倉庫 

スポーツ推進課 

中央体育館 

市営プール 

福生野球場 

福東総合グランド 

武蔵野台テニスコート 

Ｓ＆Ｄフィールド福生（市営競

技場） 

加美平野球場 

熊川地域体育館 

福生地域体育館 

公民館 

茶室・福庵 

さくら会館 

松林会館 

白梅会館 

市民会館 

中央図書館 

わかぎり会館・図書館 

わかたけ会館・図書館 

武蔵野台図書館 

福生第一小学校 

福生第二小学校 

福生第三小学校 

福生第四小学校 

福生第五小学校 

福生第六小学校 

福生第七小学校 

福生第一中学校 

福生第二中学校 

福生第三中学校 

 

  



32 

 

 

第５次福生市地球温暖化対策実行計画 

（事務事業編） 

令和６年（2024年）３月 

 

発行・編集／福生市環境政策課環境政策係 

〒197-8501 東京都福生市本町５ 

電話 042-551-1511（代表） 

表紙 本文 


